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匂い分子の吸入による睡眠促進のメカニズム ― 最新総説 

三原 智 

                                     

 

＜要旨＞匂い分子の吸入によるヒトの睡眠促進について、次の３つの異なるメカ

ニズム（神経回路）が提唱されている：（１）ヒトの鼻の化学感覚系、（２）GABA

作動系および（３）気管支肺迷走神経Ｃ線維の活性化。ヒトの鼻の化学感覚に

は、2つの独立した神経経路、嗅覚神経系と三叉神経系が介在する。嗅覚神経系

では、睡眠を促進する匂い分子は、先天的誘引行動（innate attractive behaviors）

を引き起こす回路を介して作用し、抗酸化性を有すると推測される。一方、三

叉神経系は、熱い、寒い、チクチクする、または刺激があると言った侵害受容

性の匂い分子を感知して、それらを除外する。一般に、低濃度の匂い分子を吸

入すると、嗅覚神経系が働いて匂いだけを認知し、匂い分子の濃度が高くなる

と、三叉神経系の感覚が加わる。 

 したがって、低濃度の侵害刺激のない抗酸化性の一群の匂い分子を吸入する

と、睡眠を促進するかもしれない。 
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